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審議しました
平成２０年１１月２０日、１１月招集第４回定例会が開会
され、条例改正や補正予算など６議案を可決しました。

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
創
設
に
伴
い
各
健
康
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
出
産
一
時
金
が
現
状
の
三
十
五
万
円
か
ら
平
成
二
十
一

年
一
月
一
日
よ
り
三
十
八
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

条
例
の
改
正

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

水
道
事
業
会
計
に
お
け
る
企
業
債
を
国
か
ら
承
認
さ
れ
た
公

営
企
業
経
営
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
度
繰
上
償

還
を
行
い
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
退
職
被
保
険
者
の
高
額
医
療
費
及
び

葬
祭
費
が
当
初
の
見
込
み
額
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
で

す
。

　

二
百
四
十
三
万
三
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
十
億
二
千

九
百
四
十
四
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

平
成
二
十
年
度
老
人
医
療
費
に
つ
い
て
、
今
後
の
医
療
費
の

支
払
と
高
額
支
給
費
の
平
成
十
九
年
度
分
が
見
込
ま
れ
る
た
め

増
額
し
ま
し
た
。

　

百
六
万
五
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
一
億
三
千
二
百
二

十
六
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

産
科
医
療
補
償
制
度
…

　

通
常
の
妊
娠
・
分
娩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
娩
に
関
連
し

て
重
度
脳
性
ま
ひ
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
速
や
か
に
補
償
を

受
け
ら
れ
、
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
め
る
環
境
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
分
娩
を
取
り
扱
う
病
院
、
診
療
所
や
助
産
所(

分

娩
機
関)

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

▲乳児相談の様子

補
正
予
算



▲AEDの講習会が行われました ( 御宿中学校 )

▲日西墨三国交通発祥
　記念之碑

3

おんじゅく議会だより 平成21年 ２月 No.151

審議しました
11月招集 第4回定例会

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
第
四
期
計
画
事
業
の

中
で
、
要
介
護
認
定
の
適
正
化
と
効
率
化
を
図
り
、
現
行
の
介

護
保
険
シ
ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ
の
受
け
渡
し
を
円
滑
に
す
る
た

め
に
電
算
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
ま
す
。

　

四
十
九
万
四
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
六
億
一
千
七
百

三
十
四
万
円
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

国
の
地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
を
活

用
し
た
保
育
所
並
び
に
児
童
館
の
耐
震
診
断
や
活
力
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用
し
た
御
宿
中
学
校
へ
の
A
E
D(

自

動
体
外
式
除
細
動
器)

設
置
等
に
つ
い
て
増
額
し
ま
し
た
。

　

七
百
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
二
十
八
億
八
百
八
十
万

円
と
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
第
一
回
臨
時
会

　

二
月
四
日
、
第
一
回
臨
時
会
が
開
会
さ
れ
、
三
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

町
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正　
　

　

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
、
町
長
及
び
副
町
長
に
つ

い
て
、
給
料
の
五
十
％
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
を
平
成
二
十
一
年
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
四
年

十
二
月
二
十
三
日
ま
で
と
し
ま
し
た
。

教
育
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

教
育
長
の
給
料
に
つ
い
て
、
町
の
財
政
状
況
、
後
年
度
の
行

政
需
要
を
勘
案
し
、
給
料
の
三
十
％
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。　
　

　

こ
の
期
間
を
平
成
二
十
一
年
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
三
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

　

町
長
等
の
給
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
特

別
職
の
給
料
等
に
お
い
て
所
要
の
調
整
を
行
う
ほ
か
、
日
西
墨

三
国
交
通
発
祥
記
念

之
碑
の
改
修
経
費
等

に
つ
い
て
増
額
し
ま

し
た
。

　

七
百
四
十
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
二

十
八
億
一
千
六
百
二
十

万
円
と
し
ま
し
た
。
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た
だ
き
た
い
と
、
岩
和
田
区
か
ら

も
協
力
す
る
と
い
う
意
見
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
協
働
の

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
：
企
画
財
政
課
長
）

教
育
環
境
の
充
実
に
お
け
る

用
務
員
の
配
置
に
つ
い
て
町

の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

御
宿
町
内
の
学
校
に
お
け
る

学
校
用
務
員
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
年
代
ま
で
は
配
置
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
日

に
至
る
ま
で
の
二
十
数
年
間
は
配

置
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

夷
隅
郡
市
内
の
状
況
で
す
が
、

い
す
み
市
を
除
き
、
そ
の
他
の
市

輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け

一般質問
＊一般質問の内容は、要約して掲載していますので、全文 (会議録 ) をご覧になりたい方は、
　町ホームページをご利用ください。

協
働
の
町
づ
く
り
に
お
け

る
行
政
と
町
民
の
連
携
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
漂
着

四
百
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
は
、
一
般
公
募
を
含
め
ま
し
た

企
画
実
行
委
員
会
で
初
期
段
階
か

ら
住
民
参
加
に
よ
る
企
画
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
六
月
の
第
一
回
か
ら
平
成

二
十
年
の
十
月
ま
で
九
回
の
会
議

を
開
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
住
民

の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
手
づ

く
り
の
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
点
が
、
住
民
の
方
が
参
加
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
と
、
も
う

一
点
で
、
行
政
の
経
費
の
節
減
に

も
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
特
徴
的

に
申
し
ま
す
と
、
ポ
ス
タ
ー
や
フ

ラ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は

実
行
委
員
会
の
中
で
検
討
し
、
今

街
頭
に
張
っ
て
あ
り
ま
す
フ
ラ
ッ

グ
や
ポ
ス
タ
ー
等
に
つ
い
て
も
、

自
分
た
ち
で
決
定
し
、
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
、

県
に
聞
き
ま
し
て
も
か
な
り
の
経

費
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
今
後
も

事
業
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
に
岩

和
田
区
か
ら
も
区
民
に
説
明
を
い

QA

QA

町
は
配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

用
務
員
の
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
に
関

す
る
も
の
が
主
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

現
在
の
町
内
の
各
学
校
に
お
い

て
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
は
じ
め
、

児
童
生
徒
が
一
体
と
な
っ
た
環
境

美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
に
よ
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
人
材
登
録
を
活
用
し
た
住
民

の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

住
民
協
働
の
学
校
づ
く
り
と
い
い

ま
す
か
、
そ
う
い
っ
た
形
で
住
民

の
方
々
の
学
校
に
対
す
る
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
、
職
員
定
数
削
減
が
求

め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
用

務
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
町
職

員
と
し
て
の
採
用
と
な
る
こ
と
か

ら
、
近
隣
の
い
す
み
市
以
外
に
配

置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
新
た
に
御
宿
町
に
お
い
て

用
務
員
を
配
置
す
る
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

予
算
措
置
が
必
要
な
業
務
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
対
応
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。（

答
弁
：
教
育
課
長
）

教
育
環
境
の
充
実

協働の町づくりについて　　　　　　　　　　　 石井　芳清議員

今後も住民参加によって事業を進めていきます 　　 企画財政課長

▲ 400 周年記念グッズ
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QA
小
型
消
防
車
の
導
入
に
つ
い

て
内
容
と
今
後
の
活
用
を
伺

い
ま
す
。

今
回
、
導
入
す
る
小
型
消
防

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
社
団

法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
が
毎

年
、
公
共
的
な
観
点
か
ら
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

軽
消
防
自
動
車
の
寄
贈
を
行
っ
て

お
り
、
千
葉
県
に
は
年
間
一
台
が

寄
贈
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
寄
贈
は
、
御
宿
町
消
防

団
、
ま
た
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

消
防
・
防
災
活
動
の
活
発
な
活

動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま

す
。
寄
贈
車
両
は
一
月
に
納
車
の

予
定
で
す
。　

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
、

ロ
ー
プ
な
ど
消
火
活
動
に
必
要
な

資
機
材
が
登
載
を
さ
れ
た
四
人
乗

り
の
軽
自
動
車
で
す
。
町
消
防
団

へ
配
備
し
、
消
防
・
防
災
力
の
充

実
に
役
立
て
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
答
弁
：
総
務
課
長
）

小
学
生
の
医
療
費
無
料
化
の

充
実
に
つ
い
て
実
績
と
今
後

の
方
針
は
。

御
宿
町
で
は
、
子
育
て
の
支

援
事
業
と
し
て
医
療
費
に
つ

い
て
四
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
通

院
、
入
院
ま
た
は
未
就
学
児
の
入

院
に
か
か
る
医
療
費
を
助
成
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
小

学
生
に
つ
い
て
も
入
院
時
の
助
成

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
既
存

の
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
、

新
し
く
開
始
し
た
児
童
の
入
院
医

療
費
助
成
制
度
と
も
に
医
療
保
険

適
用
の
一
部
負
担
の
う
ち
入
院
時

の
食
事
療
養
費
を
除
い
た
費
用
を

対
象
と
し
て
所
得
状
況
に
よ
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一

日
よ
り
千
葉
県
で
は
、
現
在
四
歳

ま
で
助
成
を
、
小
学
校
入
学
前
ま

で
町
が
助
成
し
た
場
合
、
県
が
二

分
の
一
補
助
さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
、

御
宿
町
も
こ
の
制
度
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
医
療
の
状
況
は
、

現
在
二
件
の
申
請
が
あ
り
、
助
成

額
は
十
万
円
未
満
で
す
。

　

今
後
の
見
込
み
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
制
度
の
拡
充

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
子
育
て
支

援
事
業
の
重
要
な
施
策
と
考
え
ま

す
の
で
、
医
療
費
の
助
成
と
限
定

せ
ず
に
、
子
育
て
に
緊
急
に
必
要

な
も
の
、
実
行
可
能
な
も
の
を
施

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

(

答
弁
：
保
健
福
祉
課
長)

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
に
関
し
て
は
、

今
年
度
は
医
療
保
険
制
度
の

大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
診
査
に
つ
い
て
も
、
従
来

の
基
本
健
康
診
査
に
代
わ
り
、
保

険
者
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診

査
、
特
定
保
健
指
導
が
開
始
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
は
別
々
の
課
で
あ
っ
た

医
療
保
険
部
門
と
衛
生
部
門
が
一

体
と
な
っ
て
国
民
健
康
保
険
の
医

療
保
険
者
と
し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善

を
目
的
と
し
た
健
診
と
保
健
指
導

を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

後
期
高
齢
者
で
あ
る
七
十
五
歳

以
上
の
方
に
つ
い
て
も
、
町
が
実

施
す
る
各
種
が
ん
検
診
を
受
け
た

方
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
管
理
も
さ

れ
健
康
指
導
も
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度
は
、

現
在
、
御
宿
町
で
は
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
の
う
ち
四
十
歳
か

ら
六
十
九
歳
ま
で
の
方
に
費
用
の

七
割
ま
た
は
七
万
円
を
上
限
と
し

て
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
で
は
二
十
八
名

の
利
用
が
あ
り
、
六
十
代
が
二
十

一
人
と
大
半
を
占
め
ま
し
た
。
平

成
二
十
年
度
は
十
月
ま
で
に
二
十

五
人
の
利
用
が
あ
り
、
内
訳
は
六

十
代
以
上
が
十
八
人
で
す
。
人
間

ド
ッ
ク
に
か
か
っ
た
費
用
は
、
約

二
百
二
十
万
円
で
そ
れ
に
対
す
る

助
成
は
百
四
十
八
万
六
千
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
よ
り

年
齢
制
限
を
国
民
健
康
保
険
の
場

合
は
、
七
十
四
歳
ま
で
引
き
上
げ

る
考
え
で
す
。

　

そ
し
て
、
後
期
高
齢
者
へ
の
人

間
ド
ッ
ク
で
す
が
、
現
在
、
国
の

補
助
事
業
に
よ
り
後
期
高
齢
者
の

人
間
ド
ッ
ク
利
用
の
モ
デ
ル
事
業

を
千
葉
県
内
で
十
三
の
自
治
体
が

実
施
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
は
、

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
の
あ

り
方
が
医
療
費
削
減
と
な
る
の
か

を
見
極
め
、
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
傾
向
を
み
て
、
今
後
の

医
療
費
削
減
の
制
度
へ
と
導
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
七
十
五
歳
以

上
の
方
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
各
種
の
検
診
を
活
用
し
て
住

民
の
意
向
を
調
査
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
、

千
葉
県
下
で
行
わ
れ
て
い
る
モ
デ
ル

事
業
に
よ
り
国
の
制
度
の
充
実
を
期

待
し
ま
し
て
、
高
齢
者
の
医
療
を
支

え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。　

(

答
弁
：
保
健
福
祉
課
長)

安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療

制
度
の
充
実
を

Q

A

QA

▲小型動力ポンプ付軽消防自動車

▲岩和田保育所の園児
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昨
年
暮
れ
の
町
長
選
・
町

議
補
選
。
年
が
明
け
て
今
月

に
は
第
一
回
臨
時
会
と
議
会

日
程
も
慌
し
く
過
ぎ
て
お
り

ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
世
界
的

な
経
済
不
況
の
風
が
吹
き
荒

ぶ
中
、
ね
じ
れ
国
会
で
来
年

度
の
予
算
審
議
も
難
航
し
て

お
る
よ
う
で
す
。

　

来
月
に
は
、
御
宿
町
議
会

に
お
い
て
も
定
例
会
で
来
年

度
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

高
齢
者
や
時
代
を
担
う
子

供
た
ち
を
中
心
と
し
た
福
祉

対
策
や
日
・
西
・
墨
・
比
国

際
交
流
に
関
す
る
四
百
周
年

記
念
事
業
等
、
小
さ
な
町
に

と
っ
て
大
き
な
メ
ニ
ュ
ー
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
の
安
全
で
活
力
あ
る
町

づ
く
り
に
向
け
、
着
実
な
政

策
の
礎
と
な
る
予
算
の
執
行

を
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

編
集
委
員
長

　
　
　
　
　

中
村　

俊
六
郎

　平成 20 年 12 月７日、町議会議員の
欠員１名に伴う補欠選挙が行われ、即
日開票の結果、大地達夫氏が当選され
ました。

　先の議員補欠選挙
にて議席をいただき
ましたこと、深く感
謝申し上げます。
　10 年ぶりの議員活
動ですが初心に立ち
返り、おんじゅくの
元気回復を目指しま
す。応援とご協力、
そしてご指導をお願
いいたします。

御宿町議会議員
補欠選挙結果報告

議会傍聴人の心得

定例会及び臨時会において、町議会を傍聴できます。

町議会傍聴規則により、次のことが規定されています

ので、その一部をご紹介します。

＜傍聴席に入ることができない者＞
　①銃器、棒、つえその他人に危害を加え又は迷惑を及ぼすおそれのある物を携帯している者、
　②張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼり、垂れ幕、かさの類を携帯している者、
　③ラジオ、拡声器、無線機、マイク、録音機、写真機、映写機、携帯電話等を携帯している者、
　など議事を妨害する行為をした際は、退室をしていただく場合がありますのでご注意ください。

＜傍聴人の守るべき事項＞　
　①議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと、
　②談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てないこと、
　など静粛に傍聴していただくようご協力ください。

※傍聴席は２階席のため、身を乗り出して傍聴するのは大変危険ですので、
ご着席くださるようお願いいたします。


